「滋賀県の障害福祉の取組みを知ろう！」　
（2024.3.17＠草津キラリエ＆ＺＯＯＭ）
今回は、普段利用している福祉サービス・支援の方向性を決める土台となる『滋賀県障害者プラン』の成り立ちの経緯や制定の狙い・目的を会員一人ひとりの身近な視点から理解するとともに、滋賀県の発達障害への取組みの理解を深める機会として、学習会を開催しました。
講師には、滋賀県健康医療福祉部 障害福祉課 山下大樹様・森智志様をお招きし、滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例と滋賀県障害者プラン２０２１の策定の背景・経緯や込められた思い、また県の発達障害の支援体制や取組みについてお話しいただきました。
障害者権利条約で打ち出された社会モデルという概念を起点としたその後の国・県の法整備や運用定着に向けた取り組み、また滋賀県における障害福祉の支援体制や各施策の取組等を理解する貴重な機会となったとともに、利用者にとってどこに相談すれば良いのかといった視点から県や市町の役割分担等に関する活発な質疑が行われました。
山下様・森様にはこのような貴重な機会をいただき、この場を借りて改めてお礼申し上げます。
滋賀県自閉症協会におきましては、今後もこうした学習会等の活動を継続してまいりますので、ぜひともご支援のほど、よろしくお願いいたします。
＜参加者の感想＞
· 今回の学習会では、わが子がどんな風に支援されているのかを大変わかりやすくご説明いただきました。　実際の我が家は、普段の生活では制度にはまらず福祉の利用ができていない現状ですが、諦めずに学びは続けたいと思います。　ここで学んだ知識が我が家や日々大変な会員さんの助けになればいいなと思いました。
· 全体として、県の取り組みを俯瞰的に理解する貴重な機会になりました。まだまだ認知度が十分あるとは言えない障害者プランではありますが、実効性のあるプランとなるよう、親の立場としても建設的な声をあげていくことが大事と感じました。
· 丁寧な説明で分かり易く、自分たちの日頃困っていることを聞いていただく場にもなって良かったと思いました。　着実に良い方向になっていくと信じて取り組について学び、自分事として
考えていきたいと思いました。
· 本日はたいへん貴重な学習会に参加する機会を与えていただきましてありがとうございました。　日頃接することのない情報に接することができ、非常に勉強になりました。

私は障がいをお持ちの利用者のもとに赴いて介護・支援を行う訪問介護の仕事に従事してき
ましたが、日々の業務のなかでは、県や市町の政策や措置の話題に接する機会がほとんど
ありません。　本来ならば、障害福祉分野の政策を司る各レベルの行政機関と当事者たる利
用者とその家族および介護・支援担当者・事業所との間の距離をもっと近づける必要がある
のではないか、と感じてきました。今後も、障害福祉分野の県・市町関係者との対話を図れる
機会がありましたら、何卒よろしくお願い致します。

· 分かっているようで分かっていなかったと講師の方のお話しを聞いて改めて思いました。
市町の窓口へ出向く事・相談する事、県へ相談する事等　安心・安全な生活を続けられる事を願い、制度を理解する努力を忘れず活動に参加していきたいと思いました。
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